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基本目標 重点施策
【基本目標１】
誰もがいきいきと
自分らしく暮らすことが
できる地域づくり

地域福祉への関心を高めます1

地域福祉活動の担い手を育成します2

【基本目標３】
誰もがつながり、一緒に
取り組む地域づくり

複雑化・複合化した生活課題に対応するため、
包括的な相談支援体制を構築します1

支援を必要とする人が適切な支援を受けることが
できるよう、わかりやすい情報提供を行います2

【基本目標２】
誰もがお互い様の気持ちで
支え合う地域づくり

【基本目標４】
誰もが安全で安心して
暮らせる地域づくり

世代を超え、誰でも参加できる身近な地域活動の
充実を図ります2

災害の備えや地域の見守り体制を強化し、
孤立しない地域づくりを行います1

住み慣れた地域で自分らしく生活を送るために、
福祉サービスの充実を図ります2

成年後見制度の利用促進、権利擁護に対する
支援を行います3

久喜市福祉部社会福祉課　〒346-8501 久喜市下早見 85-3　電話 0480-22-1111(代)
FAX 0480-22-3319　E-mail shakaifukushi@city.kuki.lg.jp
社会福祉法人久喜市社会福祉協議会　〒346-0011 久喜市青毛753-1　電話 0480-23-2526
FAX 0480-24-1761　E-mail kukishakyou@kukishakyo.or.jp

【発行・編集・問合せ先】

第３次久喜市地域福祉計画・地域福祉活動計画　　　　
久喜市成年後見制度利用促進基本計画・久喜市再犯防止推進計画

令和５年３月発行

個々の活動をつなぐ仕組みをつくります3

地域にあった支え合いの構築を図ります1

犯罪をした者等に対する再犯防止の支援を行います4

～ともに生き、ともに安心して暮らすことのできる地域社会づくり～

基本理念

本計画書には、紙面上の文字を音声に変換する音声コード（Uni-Voice）が印刷されてい
ます。 専用の読み取り機やスマートフォン用のアプリを使用することにより情報を音
声で聞くことができます。

概要版概要版

◎このパンフレットは4,000部作成し、一部当たりの単価は54.34円です。

○この印刷物は、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に
基づく基本方針の判断基準を満たす紙を使用しています。
○リサイクル適正の表示
　この印刷物はAランクの資材のみを使用しており、印刷用の紙にリサイクルできます。
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　誰もが住み慣れたこの地域でふだんのくらしをしあわせに暮らしていくために、どのような
しくみが必要で、そのためにそれぞれが何に取り組んでいけばよいのか、それをまとめた計
画です。

　　　　　 　「地域福祉」＝「みんなの福祉」「支え合いによる福祉」
　　　　　　　地域福祉の対象は、久喜市に住む全ての人です。

　「地域福祉」は、地域のみんなが安心して暮らせるよう、地域住民や公私の社会福祉関係
者などが協働して地域生活課題を解決するための関係づくりや活動を行うことです。
　特別な誰かだけが支えられて生きているのではなく、私たち一人ひとりの「ふだんのくらし
のしあわせ」も、誰かに支えられて成り立っています。「福祉」＝ ふだんのくらしのしあわせ

◆挨拶等、ご近所と日頃から関わり、顔見知りの関係を築く。
◆地域の情報に関心を持ち、近所で情報を伝達し合う。
◆自治会など地域の活動や行事に積極的に参加し、地域への関心を高める。
◆地域に心配な人がいたら、民生委員・児童委員をはじめ、市や社会福祉協議会等の相談窓
口を紹介する。

 重点施策 １　地域福祉への関心を高めます

 重点施策 ２　地域福祉活動の担い手を育成します

　誰もが住み慣れた地域で、安心して、いきいきと自分らしく暮らすことができるよう、福祉
に対する理解・関心を深め、地域福祉活動に参画する機会をつくります。
　また、生涯を通じて地域福祉活動の担い手として活躍し、充実した生活を送るために、健
康を維持増進する取り組みを推進します。

みんなで取り組むこと
　・多様性や個性の尊重について理解を深めましょう。
　・地域福祉への関心や理解を深めましょう。
　・地域や身近な範囲で地域の支え合い活動に取り組めるよう、日頃のコミュニケーション
　　を深めましょう。
　・自身の持つ技能や知識を活かしたボランティア活動に取り組みましょう。
　・健康増進や介護予防に努めましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など　

基本目標１

ともに生き、ともに安心して暮らすことのできる地域社会づくりともに生き、ともに安心して暮らすことのできる地域社会づくりともに生き、ともに安心して暮らすことのできる地域社会づくり

誰もがいきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり　

自助自助

公助公助

共
助
共
助

互
助
互
助

基本理念

皆さんそれぞれの立場や状況に応じて、地域福祉を推進することができます。

『地域福祉計画・地域福祉活動計画』とは…

こんなことも地域福祉！
～皆さんも普段から実践しているかもしれません～

地域福祉の推進には、地域福祉の推進には、

の連携や協力体制を築くことが必要です。の連携や協力体制を築くことが必要です。

一人ひとりの主体的な活動自助
近所の助け合いやボランティア活動等
による住民同士の支え合い互助

制度化された地域ぐるみでの助け合いや
支え合い（介護保険制度や医療保険制度等）共助

行政が行う公的支援
（生活保護、高齢者・障がい者福祉等）公助

◎福祉への理解や福祉教育を促進します。
◎ボランティアや福祉人材の育成を図ります。
◎健康意識の醸成を図ります。

市の主な取り組み

◎福祉教育や生涯学習等の充実を図ります。
◎ボランティア活動を推進します。

社会福祉協議会の主な取り組み

関連するSDGs

小学校での福祉教育の様子
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基本目標３ 誰もがつながり、一緒に取り組む地域づくり

◎複雑化・複合化した生活課題に対応します。
◎広報紙をはじめ様々な媒体を使い、わかりやす
　い情報提供を行います。
◎福祉に関わる関係機関等との連携強化を図ります。

◎総合相談機能を強化します。
◎わかりやすく多様な手法による情報発信を行い
　ます。
◎CSW（コミュニティソーシャルワーク）機能を
　推進します。

 重点施策 １　地域にあった支え合いの構築を図ります

 重点施策 ２　世代を超え、誰でも参加できる身近な地域活動の充実を図ります

　地域には、それぞれの地域課題があり、その解決には地域独自の視点や取り組みが必要と
されています。
　地域にあった住民同士の支え合いの仕組みづくりに取り組み、あらゆる年代の人が、地域
活動に参加できるよう、多種多様な地域活動の充実を図ります。　

みんなで取り組むこと
　・挨拶等、ご近所と日頃から関わりをもち、顔見知りの関係を築きましょう。
　・自治会など地域の活動や行事に積極的に参加し、地域への関心を高めましょう。
　・無理のない範囲で手伝えることを意識して取り組んでいきましょう。
　・地域の拠点として、年代や障がい等に関わらず、誰もが参加しやすく、気軽に交流し、
　　相談できる場をつくりましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など　

ふれあい・いきいきサロンの様子

基本目標２ 誰もがお互い様の気持ちで支え合う地域づくり

◎住民主体の活動を支援します。
◎高齢者や障がい者・児、子育て世帯の
　地域生活を支援します。
◎居場所づくりを支援します。
 （交流拠点の整備・交流機会の充実）
◎地域のコミュニティ活動を支援します。
◎市民団体、ボランティア等を支援します。

◎住民自らが参加する小地域福祉活動を
　推進します。

みんなで取り組むこと
　・地域に心配な人がいたら、民生委員・児童委員をはじめ、市や社会福祉協議会等の
　　相談窓口を紹介しましょう。
　・広報や回覧などを意識してみることで、日頃の情報収集に努めましょう。
　・地域の情報に関心を持ち、近所で困っている人に、情報を伝達し合いましょう。
　・情報共有や意見交換の機会を持ちましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　など

 重点施策 １ 複雑化・複合化した生活課題に対応するため、包括的な相談支援体制 を構築します

 重点施策 ２　支援を必要とする人が適切な支援を受けることができるよう、 わかりやすい情報提供を行います

 重点施策 ３　個々の活動をつなぐ仕組みをつくります

　複雑かつ複合化した課題を抱える世帯や人を支援するために、包括的な相談支援体制を構
築します。
　また、支援を必要とする人が適切な支援を受けることができるよう、様々な媒体を活用し
て、必要な情報をわかりやすく提供します。

関連するSDGs 関連するSDGs

市の主な取り組み

社会福祉協議会の主な取り組み

市の主な取り組み

社会福祉協議会の主な取り組み

民生委員・児童委員協議会（地区定例会の様子）
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要援護者見守り支援事業に係る合同研修会の様子 あんしんカード

 重点施策 １ 災害の備えや地域の見守り体制を強化し、孤立しない地域づくりを行います

 重点施策 ２　住み慣れた地域で自分らしく生活を送るために、 福祉サービスの充実を図ります 

　誰もが住み慣れた地域で安全で安心して暮らせるよう、平時の見守りや災害時に備えた体
制づくりを推進し、孤立しない地域づくりを進めていきます。
　また、様々な問題を抱えながらも自立した生活を送ることができるよう、各福祉計画で策定
した事業の円滑な実施とサービスの向上を図っていきます。

 重点施策 ３ 成年後見制度の利用促進、権利擁護に対する支援を行います　

　成年後見制度は、認知症、知的障がいや精神障がいなどによって、判断能力が十分ではな
い人の生命、身体、権利、財産を守るための制度です。支援が必要な人をこの制度へつなぎ、
住み慣れた地域で、尊厳をもって生活ができるよう本計画を策定しました。

 重点施策 ４ 犯罪をした者等に対する再犯防止の支援を行います　

　犯罪をした者等の中には、地域社会で生活する上で、様々な課題や「生きづらさ」を抱え、
再び罪を犯してしまう人がいます。犯罪をした者等の円滑な社会復帰の支援等に取り組み、再
犯者率を減少させ、安心、安全に暮らすことのできる社会の実現を目指すため、本計画を策定
しました。

基本目標４ 誰もが安全で安心して暮らせる地域づくり

◎住民主体の見守り活動を推進します。
◎住民主体の防犯、防災活動を推進します。
◎各福祉計画で策定した事業を円滑に実施します。
◎市民の移動手段の確保に努めます。
◎バリアフリー及びユニバーサルデザインの環境を
　整備します。

◎権利擁護支援の地域連携ネットワークの
　構築を図ります。
◎中核機関を中心に、成年後見制度の利用
　促進に取り組みます。
◎担い手の確保・育成等の推進
◎任意後見制度の利用促進

◎あんしんカードの設置を推進します。
◎災害ボランティアセンターの運営
◎権利擁護に関する理解の促進に
　取り組みます。
◎各種サービスや事業を円滑に
　実施します。

みんなで取り組むこと
　・地域の自主防災活動や防災訓練に参加しましょう。
　・日頃から要援護者の見守りや声かけを行い、災害時には安否確認や避難誘導等の支援に
　　努めましょう。
　・相談支援機関やサービス事業所等は地域住民との関係づくりに取り組み、地域のニーズ
　　を把握し、サービスの改善、充実に取り組みましょう。　　　　　　　　　　　　など

久喜市成年後見制度利用促進基本計画

久喜市再犯防止推進計画

みんなで取り組むこと
・各種福祉サービスや成年後見制度等に
ついての知識を深めましょう。

・認知症高齢者など、判断能力の低下に
伴う支援が必要な人がいたら、成年後
見センター等に相談しましょう。など

◎就労・住居確保に取り組みます。
◎保健医療・福祉のサービスを必
　要とする犯罪をした者等に対し
　て、地域で生活できるよう支援
　します。
◎民間協力者の活動の促進等、広
　報・啓発活動を推進します。

みんなで取り組むこと
・再犯防止のための取り組みや活動に関心を持ち、
協力しましょう。
・地域に「生きづらさ」や心配ごとを抱えている人
がいたら、保護司、更生保護女性会員、民生委員
・児童委員をはじめ、企画調整保護司が常駐する
更生保護サポートセンターや市、社会福祉協議
会等の相談窓口を紹介しましょう。　 　　 など

　

関連するSDGs

市の主な取り組み 社会福祉協議会の主な取り組み

市の主な取り組み

市の主な取り組み
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要援護者見守り支援事業に係る合同研修会の様子 あんしんカード

 重点施策 １ 災害の備えや地域の見守り体制を強化し、孤立しない地域づくりを行います

 重点施策 ２　住み慣れた地域で自分らしく生活を送るために、 福祉サービスの充実を図ります 

　誰もが住み慣れた地域で安全で安心して暮らせるよう、平時の見守りや災害時に備えた体
制づくりを推進し、孤立しない地域づくりを進めていきます。
　また、様々な問題を抱えながらも自立した生活を送ることができるよう、各福祉計画で策定
した事業の円滑な実施とサービスの向上を図っていきます。

 重点施策 ３ 成年後見制度の利用促進、権利擁護に対する支援を行います　

　成年後見制度は、認知症、知的障がいや精神障がいなどによって、判断能力が十分ではな
い人の生命、身体、権利、財産を守るための制度です。支援が必要な人をこの制度へつなぎ、
住み慣れた地域で、尊厳をもって生活ができるよう本計画を策定しました。

 重点施策 ４ 犯罪をした者等に対する再犯防止の支援を行います　

　犯罪をした者等の中には、地域社会で生活する上で、様々な課題や「生きづらさ」を抱え、
再び罪を犯してしまう人がいます。犯罪をした者等の円滑な社会復帰の支援等に取り組み、再
犯者率を減少させ、安心、安全に暮らすことのできる社会の実現を目指すため、本計画を策定
しました。

基本目標４ 誰もが安全で安心して暮らせる地域づくり

◎住民主体の見守り活動を推進します。
◎住民主体の防犯、防災活動を推進します。
◎各福祉計画で策定した事業を円滑に実施します。
◎市民の移動手段の確保に努めます。
◎バリアフリー及びユニバーサルデザインの環境を
　整備します。

◎権利擁護支援の地域連携ネットワークの
　構築を図ります。
◎中核機関を中心に、成年後見制度の利用
　促進に取り組みます。
◎担い手の確保・育成等の推進
◎任意後見制度の利用促進

◎あんしんカードの設置を推進します。
◎災害ボランティアセンターの運営
◎権利擁護に関する理解の促進に
　取り組みます。
◎各種サービスや事業を円滑に
　実施します。

みんなで取り組むこと
　・地域の自主防災活動や防災訓練に参加しましょう。
　・日頃から要援護者の見守りや声かけを行い、災害時には安否確認や避難誘導等の支援に
　　努めましょう。
　・相談支援機関やサービス事業所等は地域住民との関係づくりに取り組み、地域のニーズ
　　を把握し、サービスの改善、充実に取り組みましょう。　　　　　　　　　　　　など

久喜市成年後見制度利用促進基本計画

久喜市再犯防止推進計画

みんなで取り組むこと
・各種福祉サービスや成年後見制度等に
ついての知識を深めましょう。

・認知症高齢者など、判断能力の低下に
伴う支援が必要な人がいたら、成年後
見センター等に相談しましょう。など

◎就労・住居確保に取り組みます。
◎保健医療・福祉のサービスを必
　要とする犯罪をした者等に対し
　て、地域で生活できるよう支援
　します。
◎民間協力者の活動の促進等、広
　報・啓発活動を推進します。

みんなで取り組むこと
・再犯防止のための取り組みや活動に関心を持ち、
協力しましょう。
・地域に「生きづらさ」や心配ごとを抱えている人
がいたら、保護司、更生保護女性会員、民生委員
・児童委員をはじめ、企画調整保護司が常駐する
更生保護サポートセンターや市、社会福祉協議
会等の相談窓口を紹介しましょう。　 　　 など

　

関連するSDGs

市の主な取り組み 社会福祉協議会の主な取り組み

市の主な取り組み

市の主な取り組み
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社会福祉
法　　人 久喜市社会福祉協議会

久　喜　市

基本目標 重点施策
【基本目標１】
誰もがいきいきと
自分らしく暮らすことが
できる地域づくり

地域福祉への関心を高めます1

地域福祉活動の担い手を育成します2

【基本目標３】
誰もがつながり、一緒に
取り組む地域づくり

複雑化・複合化した生活課題に対応するため、
包括的な相談支援体制を構築します1

支援を必要とする人が適切な支援を受けることが
できるよう、わかりやすい情報提供を行います2

【基本目標２】
誰もがお互い様の気持ちで
支え合う地域づくり

【基本目標４】
誰もが安全で安心して
暮らせる地域づくり

世代を超え、誰でも参加できる身近な地域活動の
充実を図ります2

災害の備えや地域の見守り体制を強化し、
孤立しない地域づくりを行います1

住み慣れた地域で自分らしく生活を送るために、
福祉サービスの充実を図ります2

成年後見制度の利用促進、権利擁護に対する
支援を行います3
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FAX 0480-22-3319　E-mail shakaifukushi@city.kuki.lg.jp
社会福祉法人久喜市社会福祉協議会　〒346-0011 久喜市青毛753-1　電話 0480-23-2526
FAX 0480-24-1761　E-mail kukishakyou@kukishakyo.or.jp
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個々の活動をつなぐ仕組みをつくります3

地域にあった支え合いの構築を図ります1

犯罪をした者等に対する再犯防止の支援を行います4

～ともに生き、ともに安心して暮らすことのできる地域社会づくり～

基本理念

本計画書には、紙面上の文字を音声に変換する音声コード（Uni-Voice）が印刷されてい
ます。 専用の読み取り機やスマートフォン用のアプリを使用することにより情報を音
声で聞くことができます。
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基づく基本方針の判断基準を満たす紙を使用しています。

○リサイクル適正の表示
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